
　圏域における取組等状況調書（様式２） 資料３　　

圏域の重
点取組

現状及び課題
課題への対応のため
に想定される取組

Ｒ５年度における取組実績 Ｒ６年度における取組状況及び予定

【(一社)釜石医師会】
・特定健康診査二次検査実施への協力
・脳卒中患者に係る各種調査事業実施への協力

【(一社)釜石医師会】
・特定健康診査二次検査実施への協力
・脳卒中患者に係る各種調査事業実施への協力

【県立釜石病院】※他の脳血管疾患の項目に共通
・毎月28日のいわて減塩・適塩の日に病院食での減塩メニューの提供
・急性期病院との連携強化
・脳卒中地域連携パスの見直し、運用の検討
・脳血管疾患等リハビリテーションの実施

【県立釜石病院】※他の脳血管疾患の項目に共通
・毎月28日のいわて減塩・適塩の日に病院食での減塩メニューの提供
・急性期病院との連携強化
・脳卒中地域連携パスの見直し、運用の検討
・脳血管疾患等リハビリテーションの実施

【県立大槌病院】
・生活習慣病予防健診の実施
・脳血管疾患等リハビリテーションの実施

【県立大槌病院】
・生活習慣病予防健診の実施
・脳血管疾患等リハビリテーションの実施

【(独)国立病院機構釜石病院】
・ポスターの提示や資料の配布（禁煙、塩分制限、脂肪の制限など）
などによる脳卒中の予防・治療に関する情報提供を行った

【(独)国立病院機構釜石病院】
・ポスターの提示や資料の配布（禁煙、塩分制限、脂肪の制限など）
などによる脳卒中の予防・治療に関する情報提供を行う

【釜石リハビリテーション療法士会】
・釜石地域リハビリテーション広域支援センターにおいて共催する岩
手県介護予防地域支援事業の実施
　内容：「高齢者の誤嚥性肺炎予防のための 呼吸ケアと呼吸リハビリ
テーション」
　講師：神戸大学大学院保健学研究科・パブリックヘルス領域　石川
朗教授

【釜石リハビリテーション療法士会】
・釜石地域リハビリテーション広域支援センターにおいて共催する岩
手県介護予防地域支援事業の実施
　内容：「ノーリフトケアについて」講演およびデモンストレーショ
ン
　講師：常葉大学保健医療学部作業療法学科　村岡健史講師（静岡県
作業療法士会副会長）

【釜石大槌地区行政事務組合消防本部】
・脳疾患救急患者搬送への取組
　令和３年４月から県立釜石病院脳外科の診療体制縮小に伴い、県立
釜石病院脳外科医師、看護師長、事務担当者と協議のうえ、「県立大
船渡病院への脳疾患系傷病者の搬送要領」を策定。（R3.3.20）

【釜石大槌地区行政事務組合消防本部】
　同左

【釜石市】
・ＡＩを活用した受診勧奨（7,579人）の実施
・医師会と連携した受診勧奨の実施
・休日、早朝、夜間の健診の実施
・禁煙チャレンジ事業（釜石薬剤師会との連携）（10月と１月計２回
開催：７人参加）
・医師をアドバイザーとした脳卒中撲滅プロジェクトの実施（毎月１
回開催）

【釜石市】
・ＡＩを活用した受診勧奨（7,615人）の実施
・医師会と連携した受診勧奨の実施
・休日、早朝、夜間の健診の実施
・禁煙チャレンジ事業（釜石薬剤師会との連携）（11月と１月計２回
開催予定）

【医療体制構築等に関する取組等（釜石保健医療圏）】

【岩手県保健医療計画（2018－2023）の進捗評価】

【脳卒中の予防】
・特定健康診査の受
診率向上（高血圧、
喫煙、肥満、糖尿
病、脂質異常症、不
整脈等の危険因子の
早期発見）
・ハイリスク者への
適切な保健指導の実
施、必要に応じた受
診勧奨及び治療継続
の支援

・死亡率の低減及び
重症化予防のため、
早期発見･早期治療
の重要性についての
周知

１．脳血
管疾患
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【医療体制構築等に関する取組等（釜石保健医療圏）】

【岩手県保健医療計画（2018－2023）の進捗評価】

【大槌町】
・特定健診は、休日を含む日程構成や複数健診の同日開催など、受診
者へ配慮した。また、実施場所を、密になりやすい小さな集会所等を
避け、間隔の取りやすい体育館とするなど、コロナ禍に配慮し来場し
やすい環境を整えた

【大槌町】
・休日を含む日程構成、前期11日間、後期２日間
　今年度からすべてのがん検診無料化とし、例年同様がん検診と同日
開催
・こころのケアセンターの支援を受け、問診対応者を増員し待ち時間
短縮とともに、心のケアの相談につながりやすいよう連携を強化

【(一社)釜石医師会】
・減塩、適塩についての普及啓発活動への協力

【(一社)釜石医師会】
・減塩、適塩についての普及啓発活動への協力

【釜石歯科医師会】
・釜石大槌地域医療介護福祉多職種連携の会（ＯＫスクラムねっと）
での食について歯科の立場からの提言

【釜石歯科医師会】
・釜石大槌地域医療介護福祉多職種連携の会（ＯＫスクラムねっと）
で食について歯科の立場から提言を予定

【釜石薬剤師会】
・釜石市禁煙チャレンジ事業への協力
・釜石市検診時の血圧高値者への受診勧奨事業への協力
・血圧手帳の推進
・薬局内に血圧計を設置
・服薬指導時に公民館事業参加への呼びかけ（100歳体操、料理教室な
ど）

【釜石薬剤師会】
・釜石市禁煙チャレンジ事業への協力
・釜石市検診時の血圧高値者への受診勧奨事業への協力
・血圧手帳の推進
・薬局内に血圧計を設置
・服薬指導時に公民館事業参加への呼びかけ（100歳体操、料理教室な
ど）

【(公社)岩手県看護協会釜石支部】
・看護の日イベント（５月14日（日）イオンタウン釜石）
　内容：看護の日グッズ配布、健康推進に関するパンフレット配布
（内科・皮膚科・眼科等）、血圧測定・健康相談は感染対策にて中止

【(公社)岩手県看護協会釜石支部】
・看護の日イベント（５月11日（土）イオンタウン釜石）
　内容：血圧測定・血圧手帳配布・体脂肪測定・手洗いチェック・パ
ネル展示・看護の日グッズ配布

【県立大槌病院】
・外来栄養食事指導の実施

【県立大槌病院】
・外来栄養食事指導の実施

【(独)国立病院機構釜石病院】
・塩分摂取・カロリー摂取量の軽減と管理栄養士による食事指導並び
に内服による血圧管理を行った

【(独)国立病院機構釜石病院】
・塩分摂取・カロリー摂取量の軽減と管理栄養士による食事指導並び
に内服による血圧管理を継続する

【釜石リハビリテーション療法士会】
１．大槌町自立支援型地域ケア会議への協力
２．釜石市地域ケア個別会議（自立支援型）への協力
　・いきいき100歳体操交流会への派遣
　・医療的ケア児等の未来を考える会への派遣

【釜石リハビリテーション療法士会】
１．大槌町自立支援型地域ケア会議への協力
２．釜石市地域ケア個別会議（自立支援型）への協力
　・シルバリンピック従事者研修会への派遣

【脳卒中の予防】
・特定健康診査の受
診率向上（高血圧、
喫煙、肥満、糖尿
病、脂質異常症、不
整脈等の危険因子の
早期発見）
・ハイリスク者への
適切な保健指導の実
施、必要に応じた受
診勧奨及び治療継続
の支援

・死亡率の低減及び
重症化予防のため、
早期発見･早期治療
の重要性についての
周知

【脳卒中の予防】
・高血圧予防への取
組（家庭での血圧測
定の推奨、減塩、野
菜・果物摂取量の増
加、日常における歩
行数の増加、運動習
慣の定着、禁煙・受
動喫煙防止環境の整
備、飲酒の抑制
等）

・住民等を対象とし
た健康チャレンジ教
室やヘルスアップ教
室（運動指導事
業）、市民公開講座
の充実
・適塩・減塩につい
ての普及啓発活動、
高血圧予防について
の健康相談や栄養教
室の充実

１．脳血
管疾患
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【医療体制構築等に関する取組等（釜石保健医療圏）】

【岩手県保健医療計画（2018－2023）の進捗評価】

【釜石大槌地区行政事務組合消防本部】
・脳出血、脳梗塞などの脳血管障害梗塞は時間経過により症状が重篤
になるほか、後遺症が残ることが多い疾患であるため、異変（言葉の
呂律が回らない、手足のしびれ及び半身の脱力等）が生じたことを家
族等が気付いたら救急要請するよう「心肺蘇生法」の講習会で呼び掛
けている。
・急激な頭痛と嘔吐等が出たら直ぐに救急要請する事も講習会等で市
民に呼び掛けている。

【釜石大槌地区行政事務組合消防本部】
　同左

【釜石市】
・血圧教室事業（10月～１月の間で２回コースを２回開催、２回それ
ぞれ５人ずつ計10人参加）
・保介一体事業：健康教室（ポピュレーション）：21団体延べ404人参
加
・血圧教室：２会場４回延べ47人参加、１回開催）
・働き世代を対象とした事業所における健康講話の実施（15事業所148
人）
・健診会場での減塩に関する普及啓発
・減塩取組み強化期間に、市広報紙へ適正な塩分摂取に関する記事掲
載
・高校３年生を対象とした健康講座（血圧の内容含む）の開催（１回
48人）
・市食生活改善推進員の養成・育成
・市食生活改善推進員を対象とした減塩メニューの調理実習と地域に
おける普及活動の推進
・県食生活改善推進員新規事業 「見える化で野菜摂取量70ｇアップ促
進事業」実施支援
・12月～３月「市減塩取組強化期間」内の減塩に関する普及啓発
・健診時血圧高値者に対する健診会場における受診勧奨及び電話等に
よる結果確認

【釜石市】
・血圧教室事業（10月～１月の間で２回コースを２回開催予定）
・保介一体事業：健康教室（ポピュレーション）：36団体延べ306人
・血圧教室実施１会場２回開催延べ27人は終了、１会場は令和７年１
月２回開催予定
・医師をアドバイザーとした脳卒中撲滅プロジェクトの実施（総務課
と連携した職員に対する高血圧予防の普及啓発等）
・働き世代を対象とした事業所での健康講話の実施
・健診会場での減塩に関する普及啓発
・市広報紙や、各地区生活応援センター便りに、脳卒中予防に関する
記事の掲載
・高校生を対象とした健康講座の開催
・市食生活改善推進員の養成・育成
・市食生活改善推進員を対象とした減塩メニューの調理実習と、地域
における普及活動の推進
・県食生活改善推進員新規事業 「見える化で野菜摂取量70ｇアップ促
進事業」実施支援
・12月～３月「市減塩取組強化期間」内の減塩に関する普及啓発
・健診時血圧高値者に対する健診会場における受診勧奨及び電話等に
よる結果確認

【脳卒中の予防】
・高血圧予防への取
組（家庭での血圧測
定の推奨、減塩、野
菜・果物摂取量の増
加、日常における歩
行数の増加、運動習
慣の定着、禁煙・受
動喫煙防止環境の整
備、飲酒の抑制
等）

・住民等を対象とし
た健康チャレンジ教
室やヘルスアップ教
室（運動指導事
業）、市民公開講座
の充実
・適塩・減塩につい
ての普及啓発活動、
高血圧予防について
の健康相談や栄養教
室の充実
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【医療体制構築等に関する取組等（釜石保健医療圏）】

【岩手県保健医療計画（2018－2023）の進捗評価】

【大槌町】
・健康講座（参加者22名）、こころの健康づくり講演会（参加者17
名）に合わせて脳血管疾患、血圧についての講話を実施
・町食生活改善員の養成・育成（年８回コース養成数：３名）
・町食生活改善推進員の「郷土料理研究活動（減塩レシピ）」年２
回、５会場にて開催：参加者延べ153名
・県食生活改善推進員事業「全世代に広げよう健康寿命延伸プロジェ
クト（高齢世代）」実施協力（２回開催、参加者：計48名）
・町健康運動普及推進員の養成・育成（年８回コース：養成数３名）
・健康寿命延伸ストレッチ教室において減塩、野菜摂取等の講話
・町内ウォーキング事業（年３回開催、参加者数延べ70名）
・なんでも相談会
　商業施設（シーサイドタウンマスト）において健康相談会（血圧測
定、血管年齢測定等）を実施。10回、延べ142名参加

【大槌町】
・健康講座（県立大槌病院消化器医師）のがん検診の大切さと合わせ
て血管疾患予防についての講話を実施、参加者21名
・漁協女性部に対し脳血管疾患、高血圧予防についての講話、参加者
17名
・町食生活改善員の養成、育成
・町食生活改善推進員の「郷土料理研究活動」（減塩レシピにて実
施）
・健康づくり料理教室（減塩レシピにて実施）
・県食生活改善推進員事業「見える化で野菜摂取量70ｇアップ促進事
業」実施協力
・県食生活改善推進員事業「食生活改善推進員が牽引するヘルスサ
ポーター養成事業（高齢世代）」実施協力
・お茶っこの会（町内２会場）にて減塩、野菜摂取含む栄養講話
・町健康運動普及推進員の養成、育成
・健康寿命延伸ストレッチ教室において減塩、野菜摂取等の講話
・町内ウォーキング事業（年３回）
・なんでも相談会を継続実施　４回、延べ71名（11月現在）

【釜石保健所】（糖尿病の予防も同じ）
１．企業への健康経営の取組支援
・健康経営研修会　２回110人
・企業対抗健康トライカップ　６企業延べ14回191人
・健康管理機器の貸出　19回720人
２．食生活改善キャンぺーン
・減塩リーダー養成講習会　３回65人
・健康的な食事推進マスタースキルアップ研修　１回17人
・健康的な食事普及地域研修会　１回45人
・食育講話　１回49人
・適塩週間定着支援事業　１回６人
・いわて減塩・適塩の日街頭キャンペーン　３回161人
・外食栄養成分表示登録店　新規登録店３店

【釜石保健所】（他項目の予防に同じ）
１．企業への健康経営の取組支援（実績は見込値）
・働く世代の健康出前講座　５回138人
・企業対抗健康トライカップ　５企業延べ18回177人
・健康管理機器の貸し出し　11回443人
２．食生活改善キャンぺーン（実績は見込値）
・健康的な食事推進マスター活動支援研修　２回40人
・働く世代の食生活改善地域展開事業　１回21人
・食育講話　１回60人
・適塩週間定着支援事業　１回45人
・いわて減塩・適塩の日街頭キャンペーン　３回111人
・外食栄養成分表示登録店　新規登録店３店

【釜石歯科医師会】
・ＮＳＴ委員会（県立釜石病院　新型コロナ等にて前年度同様中止）

【釜石歯科医師会】
・ＮＳＴ委員会（延期中）

【(独)国立病院機構釜石病院】
・地域の一次脳卒中センター（ＰＳＣ）である県立大船渡病院と連携
し、適応となる患者の緊急搬送に関する運用体制の構築を図る予定

【脳卒中の予防】
・高血圧予防への取
組（家庭での血圧測
定の推奨、減塩、野
菜・果物摂取量の増
加、日常における歩
行数の増加、運動習
慣の定着、禁煙・受
動喫煙防止環境の整
備、飲酒の抑制
等）

・住民等を対象とし
た健康チャレンジ教
室やヘルスアップ教
室（運動指導事
業）、市民公開講座
の充実
・適塩・減塩につい
ての普及啓発活動、
高血圧予防について
の健康相談や栄養教
室の充実

【脳卒中の医療体
制】
・脳梗塞に対するｔ
－ＰＡによる脳血栓
溶解療法実施可能な
医療機関の確保

・急性期における専
門的な治療を担う医
療機関の機能充実と
医療連携体制の整備
促進

１．脳血
管疾患
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　圏域における取組等状況調書（様式２） 資料３　　

圏域の重
点取組

現状及び課題
課題への対応のため
に想定される取組

Ｒ５年度における取組実績 Ｒ６年度における取組状況及び予定

【医療体制構築等に関する取組等（釜石保健医療圏）】

【岩手県保健医療計画（2018－2023）の進捗評価】

【(医)楽山会　せいてつ記念病院】
・健診にての心房細動の早期発見及び抗血栓薬加療
・二次健診における頸動脈エコーにての頸動脈硬化検査
・高齢者の脳梗塞症に関しては、家族同義の元、当院で加療も行って
いる。重症や脳出血、若年層に関しては、県立大船渡病院への転送を
お願いしている。

【(医)楽山会　せいてつ記念病院】
・健診にての心房細動の早期発見及び抗血栓薬加療
・二次健診における頸動脈エコーにての頸動脈硬化検査
・高齢者の脳梗塞症に関しては、家族同義の元、当院で加療も行って
いる。重症や脳出血、若年層に関しては、県立大船渡病院への転送を
お願いしている。

【釜石大槌地区行政事務組合消防本部】
・救急搬送状況
　令和５年度に「脳卒中」と診断された救急搬送傷病者は、総搬送人
員2,439人中318人（男169人、女149人）、そのうちの釜石医療圏への
医療機関に搬送した傷病者は162人で、管轄外医療機関へ搬送した傷病
者は156人（県立大船渡病院152人、その他管外医療機関４人）であっ
た。
　また、脳疾患傷病者の内訳は、くも膜下出血17人、脳梗塞112人、脳
出血38人、その他が151人であった。

【釜石大槌地区行政事務組合消防本部】
・Ｒ５の実施状況を継続

【県立大槌病院】
・回復期リハビリ対象患者の積極的な受入
・リハビリ365日提供
・退院に向けた多職種合同カンファランスの実施

【県立大槌病院】
・回復期リハビリ対象患者の積極的な受入
・リハビリ365日提供
・退院に向けた多職種合同カンファランスの実施

【(独)国立病院機構釜石病院】
・脳卒中後遺症に対する治療を継続、県立釜石病院の地域連携室と連
携し脳卒中の回復期以降の入院治療を担当した

【(独)国立病院機構釜石病院】
・脳卒中後遺症に対する治療を継続、県立釜石病院の地域連携室と連
携し脳卒中の回復期以降の入院治療をを引き続き担当していく予定

【(医)楽山会　せいてつ記念病院】
・リハビリ対象患者の積極的受入
・気仙地域連携パスへの参加
・同法人内の介護サービス事業所、または、他介護サービス事業所と
の連携
・地域リハビリテーション広域支援センター事業（コロナ感染予防を
考慮し、活動は積極的に行うことができていない。）

【(医)楽山会　せいてつ記念病院】
・リハビリ対象患者の積極的受入
・気仙地域連携パスへの参加
・同法人内の介護老人保健施設、通所リハビリテーション及び訪問リ
ハビリテーションにおける対象患者の受入強化
・他介護サービス事業所との連携

【(医)仁医会（財団）釜石のぞみ病院】
・慢性期医療が必要な患者を継続して受入

【(医)仁医会（財団）釜石のぞみ病院】
・慢性期医療が必要な患者の受入

【脳卒中の医療体
制】
・脳梗塞に対するｔ
－ＰＡによる脳血栓
溶解療法実施可能な
医療機関の確保

・急性期における専
門的な治療を担う医
療機関の機能充実と
医療連携体制の整備
促進

１．脳血
管疾患

【脳卒中の医療体
制】
・急性期から回復期
までのリハビリテー
ション実施医療機関
数の増加及び拡充
・地域リハビリテー
ション実施施設の従
事者に対する研修の
実施

・ＩＣＴの活用や医
療職と介護職との合
同カンファレンス等
による情報交換等医
療と介護の連携によ
る取組の推進

5



　圏域における取組等状況調書（様式２） 資料３　　

圏域の重
点取組

現状及び課題
課題への対応のため
に想定される取組

Ｒ５年度における取組実績 Ｒ６年度における取組状況及び予定

【医療体制構築等に関する取組等（釜石保健医療圏）】

【岩手県保健医療計画（2018－2023）の進捗評価】

【(一社)釜石医師会】
・釜石市が実施する、血圧・血糖・脂質・ＣＫＤに係る健診受診勧奨
事業へ協力
・「釜石市健康づくりの集い」において地域住民への糖尿病に対する
啓発活動を実施
・労働者健康安全機構からの委託事業である産業保健センター事業へ
会員医師の派遣を行い、各事業場の従業員の職場健康診断結果を精査
し、必要に応じて生活習慣の改善や治療への勧奨を実施
　※相談件数（Ｒ５年度末） ～ 延べ272事業場／3,743件

【(一社)釜石医師会】
・釜石市が実施する、血圧・血糖・脂質・ＣＫＤに係る健診受診勧奨
事業への協力
・「釜石市健康づくりの集い」へ会員医師を派遣し地域住民への糖尿
病に対する啓発を行う
・労働者健康安全機構からの委託事業である産業保健センター事業へ
の会員医師を派遣。職場の健康診断結果の精査及び、必要に応じて生
活習慣の改善や治療への勧奨を行う

【釜石歯科医師会】
・各歯科医院に通院している糖尿病患者と歯周病（Ｐ検査）のデータ
記録、HbAlcの記録

【釜石歯科医師会】
・薬剤師会協力の下、釜石市が開催する「健康の集い」で歯周病検査
キットを用いて検査（受診者30名）

【県立釜石病院】※　他の糖尿病の項目に共通
・糖尿病療養指導チームによる取組
・糖尿病教室の開催
・糖尿病透析予防指導
・フットケア

【県立釜石病院】※　他の糖尿病の項目に共通
・糖尿病療養指導チームによる取組
・糖尿病教室の開催
・糖尿病透析予防指導
・フットケア

【県立大槌病院】
・生活習慣病予防健診の実施
・外来栄養食事指導の実施

【県立大槌病院】
・生活習慣病予防健診の実施
・外来栄養食事指導の実施

【(独)国立病院機構釜石病院】
・運動療法、食事指導と食事療法、内服薬や自己注射などの指導を
行った。職員健診をはじめとする特定健康診査による血糖値の異常な
どに対する指導を行った

【(独)国立病院機構釜石病院】
・運動療法、食事指導と食事療法、内服薬や自己注射などの指導を行
い、職員健診をはじめとする特定健康診査による血糖値の異常などに
対する指導を引き続き行っていく予定

【釜石市】
・疾患に限定せず、特定保健指導担当者への保健指導実施
・血糖・脂質血圧・ＣＫＤに係る医療機関への受診勧奨
・個人の健康づくりに関する取組に対し、インセンティブを付与する
健康チャレンジポイント事業の実施

【釜石市】
・疾患に限定せず、特定保健指導担当者への保健指導実施
・血糖、脂質血圧、ＣＫＤに係る医療機関への受診勧奨
・個人の健康づくりに関する取組に対し、インセンティブを付与する
健康チャレンジポイント事業の実施
・ウォーキングアプリを活用し、目標歩数を達成することでインセン
ティブを付与し、運動を継続できる取組の実施

【大槌町】
・特定保健指導対象者への保健指導及び栄養指導（積極的支援対象
者：１名実施）
・特定健康診査により糖尿病要治療となった者に対する医療機関への
受診勧奨

【大槌町】
・特定保健指導対象者への保健指導及び栄養指導
・特定健康診査により糖尿病要治療となった者に対する医療機関への
受診勧奨

２．糖尿
病疾患

【糖尿病の予防】
・栄養、運動等の生
活習慣の改善を促す
普及・啓発
・特定健康診査によ
る糖尿病予備群やメ
タボリックシンド
ローム該当者・予備
群の早期発見
・特定保健指導によ
る糖尿病有病者の増
加の抑制
・特定健康診査によ
り糖尿病要治療と
なった者に対する医
療機関への受診勧奨
・医療機関への未受
診者や治療中断者に
対する特定保健指導
の徹底

・食生活や運動習慣
などの生活習慣の改
善
・肥満の防止
・血糖高値と判定さ
れた方への特定健康
診査及び特定保健指
導等による、糖尿病
の早期発見・早期治
療
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　圏域における取組等状況調書（様式２） 資料３　　

圏域の重
点取組

現状及び課題
課題への対応のため
に想定される取組

Ｒ５年度における取組実績 Ｒ６年度における取組状況及び予定

【医療体制構築等に関する取組等（釜石保健医療圏）】

【岩手県保健医療計画（2018－2023）の進捗評価】

【(一社)釜石医師会】
・専門医療機関とかかりつけ医との病診連携及び、役割分担等を推進
するための医療関係者への糖尿病診療のレベルアップを目的とした研
修会を以下の通り実施
・令和５年12月８日～講師①釜石ベイ眼科クリニック院長、佐渡一成
先生、講師②：岩手医大内科 糖尿病・代謝・内分泌内科分野、石垣泰
教授（岩手県委託事業 ～ 兼糖尿病性腎症疾病管理強化対策事業）以
上、１回開催

【(一社)釜石医師会】
・専門医療機関とかかりつけ医との病診連携及び、役割分担等を推進
するための医療関係者への糖尿病診療のレベルアップを目的とした研
修会の実施
　※今年度も２～３回程度の実施を見込む

【釜石歯科医師会】
・県歯科医師会主催研修会及び釜石大槌地域医療介護福祉多職種連携
の会（ＯＫスクラムねっと）研修会への参加
・国が近い将来実施予定の国民皆歯科検診に用いると考えられる唾液
や粘膜の歯周病検査キットの勉強会を開催

【釜石歯科医師会】
・医師会及び薬剤師会と「糖尿病性腎症重症化予防への取組」に係る
会議（年２回）に参加

【釜石薬剤師会】
・糖尿病患者で眼科定期検査未受診、歯科定期検査未受診の方へ受診
勧奨
・いわて糖尿病療養士の資格取得を推進

【釜石薬剤師会】
・糖尿病患者で眼科定期検査未受診、歯科定期検査未受診の方へ受診
勧奨
・いわて糖尿病療養士の資格取得を推進

【県立大槌病院】
・糖尿病教室の開催
・糖尿病透析予防指導の実施
・糖尿病予防管理（フットケア）の実施

【県立大槌病院】
・糖尿病教室の開催
・糖尿病透析予防指導の実施
・糖尿病予防管理（フットケア）の実施
・生活習慣病管理の実施（令和６年６月～）

【(独)国立病院機構釜石病院】
・糖尿病に関する学術講演会や新薬・治療法の情報を収集し、スタッ
フならびに患者に提供

【(独)国立病院機構釜石病院】
・糖尿病に関する学術講演会や新薬・治療法の情報を収集し、スタッ
フならびに患者さんに引き続き提供

【(医)楽山会　せいてつ記念病院】
・健診にての糖尿病を早期発見、加療に努めている。
・重篤者に関しては、入院にて栄養管理及び加療を行っている。
・腎障害者には、泌尿器科との連携も行っている。（透析加療も含め
る。）

【(医)楽山会　せいてつ記念病院】
・健診にての糖尿病を早期発見、加療に努めている。
・重篤者に関しては、入院にて栄養管理及び加療を行っている。
・腎障害者には、泌尿器科との連携も行っている。（透析加療も含め
る。）

【釜石大槌地区行政事務組合消防本部】
・救急搬送状況
　令和５年度の総搬送人員2,439人中６人が救急救命士による血糖測定
の結果「低血糖」で、救急救命処置（「ブドウ糖投与」）が実施され
た。

【釜石大槌地区行政事務組合消防本部】
・Ｒ５の実施状況を継続

２．糖尿
病疾患

【糖尿病の医療体
制】
・糖尿病専門医の確
保
・糖尿病足病変に関
する指導が可能な医
療機関の拡充
・糖尿病性腎症の重
症化予防への取組

・糖尿病治療を担う
人材確保（専門医の
確保、専門薬剤師の
育成　等）
・病診連携（専門医
療機関とかかりつけ
医、かかりつけ歯科
医）
・糖尿病が重症化す
るリスクの高い医療
機関未受診者、糖尿
病性網膜症治療中断
者に対する受診勧奨
の促進
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　圏域における取組等状況調書（様式２） 資料３　　

圏域の重
点取組

現状及び課題
課題への対応のため
に想定される取組

Ｒ５年度における取組実績 Ｒ６年度における取組状況及び予定

【医療体制構築等に関する取組等（釜石保健医療圏）】

【岩手県保健医療計画（2018－2023）の進捗評価】

【大槌町】
・糖尿病未治療者への受診勧奨
・糖尿病治療中断者への受診勧奨

【大槌町】
・糖尿病未治療者への受診勧奨
・糖尿病治療中断者への受診勧奨

【ＮＰＯ法人釜石・大槌地域医療連携推進協議会】
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）を
活用した専門医療機関とかかりつけ医との病診連携及び、役割分担等
を推進するための医療関係者への糖尿病診療のレベルアップを目的と
した研修会実施へ協力した

【ＮＰＯ法人釜石・大槌地域医療連携推進協議会】
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）を
活用した専門医療機関とかかりつけ医との病診連携及び、役割分担等
を推進するための医療関係者への糖尿病診療のレベルアップを目的と
した研修会実施への協力

【(一社)釜石医師会】
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）の
安定運営への協力
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）を
活用した多職種間の連携強化への協力
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）登
録患者増強への協力
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）加
入施設向け、操作研修会の実施（令和５年６月８日(木)、市・町・保
健所に勤務する主に保健師を対象として実施）
　※参加登録者数（令和５年度末） ～ 7,195件

【(一社)釜石医師会】
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）の
安定運営への協力
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）を
活用した多職種間の連携強化への協力
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）登
録患者増強への協力
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）操
作方法等についての研修会の実施（主に介護施設関係職員を中心に）

【釜石歯科医師会】
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）
　歯科作成の患者紹介シートから６名の歯科在宅治療依頼あり、かか
りつけ歯科や近医を紹介

【釜石歯科医師会】
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）
　歯科作成の患者紹介シートから５名の歯科在宅治療依頼あり、かか
りつけ歯科や近医を紹介

【釜石薬剤師会】
・病院薬剤師と薬局薬剤師による入退院時の情報共有
・外来化学療法の資質向上を目的とした薬薬連携の実施
・薬局起点とした社会的処方連携モデル事業（薬局→地域包括）
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）利
用促進

【釜石薬剤師会】
・病院薬剤師と薬局薬剤師による入退院時の情報共有
・外来化学療法の資質向上を目的とした薬薬連携の実施
・薬局起点とした社会的処方連携モデル事業（薬局→地域包括）
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）利
用促進

【県立釜石病院】
・地域包括ケア病棟へのレスパイト入院の受入
・在宅患者訪問看護指導料専門管理加算（褥瘡）

【県立釜石病院】
・地域包括ケア病棟へのレスパイト入院の受入
・在宅患者訪問看護指導料専門管理加算（褥瘡）

２．糖尿
病疾患

３．在宅
医療

・多職種による連携
の強化、充実
・在宅療養者が安心
して生活を送ること
ができるよう、医
療・介護に加えて地
域住民等が連携した
日常の療養支援を行
う包括的なネット
ワークの構築

・在宅医療連携拠点
チームかまいしとの
連携強化、支援
・かまいしおおつち
医療情報ネットワー
ク（ＯＫはまゆり
ネット）の運営体制
の整備（運営基盤強
化や利用者の拡大
等）
・地域包括ケアシス
テム構築の必要性に
ついての普及啓発

【糖尿病の医療体
制】
・糖尿病専門医の確
保
・糖尿病足病変に関
する指導が可能な医
療機関の拡充
・糖尿病性腎症の重
症化予防への取組

・糖尿病治療を担う
人材確保（専門医の
確保、専門薬剤師の
育成　等）
・病診連携（専門医
療機関とかかりつけ
医、かかりつけ歯科
医）
・糖尿病が重症化す
るリスクの高い医療
機関未受診者、糖尿
病性網膜症治療中断
者に対する受診勧奨
の促進
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　圏域における取組等状況調書（様式２） 資料３　　

圏域の重
点取組

現状及び課題
課題への対応のため
に想定される取組

Ｒ５年度における取組実績 Ｒ６年度における取組状況及び予定

【医療体制構築等に関する取組等（釜石保健医療圏）】

【岩手県保健医療計画（2018－2023）の進捗評価】

【県立大槌病院】
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）を
活用した施設利用
・釜石大槌地域医療介護福祉多職種連携の会（ＯＫスクラムねっと）
事業参加者による他職種連携活動の実施
・ターミナルケア対象者を中心とした訪問診療、訪問看護の実施

【県立大槌病院】
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）を
活用した施設利用
・釜石大槌地域医療介護福祉多職種連携の会（ＯＫスクラムねっと）
事業参加者による他職種連携活動の実施
・ターミナルケア対象者を中心とした訪問診療、訪問看護の実施
・地域包括ケア病床へのレスパイト入院の積極的な受入

【(独)国立病院機構釜石病院】
・釜石ファミリークリニックの在宅医療と連携し、重症化した場合の
入院対応などバックアップを行った

【(独)国立病院機構釜石病院】
・釜石ファミリークリニックの在宅医療と連携し、重症化した場合の
入院対応などバックアップを引き続き行っていく

【(医)楽山会　せいてつ記念病院】
・釜石ファミリークリニックと連携し、必要に応じ入院受入れを行っ
ている。
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）に
参加している。
・レスパイト入院を受け入れている。（メディカルショートステイ）

【(医)楽山会　せいてつ記念病院】
・釜石ファミリークリニックと連携し、必要に応じ入院受け入れを
行っている。
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）に
参加している。
・レスパイト入院の受入強化（メディカルショートステイ）
・透析患者の更なる受入強化（入院、外来）
・法人内資源（病院、介護老人保健施設、通所リハビリテーション、
訪問リハビリテーション、在宅介護支援センター）を最大限に生かし
た他院、他施設、他介護事業所、行政とのつながりの深化

【(医)仁医会（財団）釜石厚生病院】
・精神科訪問看護（延べ13件）、訪問看護ステーション等との連携
・在宅医療連携拠点チームかまいし関連研修会等参加
・訪問診療対応の医療機関への紹介、逆紹介

【(医)仁医会（財団）釜石厚生病院】
・精神科訪問看護（延べ13件）、訪問看護ステーション等との連携
・在宅医療連携拠点チームかまいし関連研修会等参加
・訪問診療対応の医療機関への紹介、逆紹介

【(医)仁医会（財団）釜石のぞみ病院】
・釜石大槌地域医療介護福祉多職種連携の会（ＯＫスクラムねっと）
へ参加している
・釜石ファミリークリニックと連携している
・レスパイト入院を受け入れている

【(医)仁医会（財団）釜石のぞみ病院】
・釜石大槌地域医療介護福祉多職種連携の会（ＯＫスクラムねっと）
への参加
・釜石ファミリークリニックとの連携
・レスパイト入院の受入

３．在宅
医療

・多職種による連携
の強化、充実
・在宅療養者が安心
して生活を送ること
ができるよう、医
療・介護に加えて地
域住民等が連携した
日常の療養支援を行
う包括的なネット
ワークの構築

・在宅医療連携拠点
チームかまいしとの
連携強化、支援
・かまいしおおつち
医療情報ネットワー
ク（ＯＫはまゆり
ネット）の運営体制
の整備（運営基盤強
化や利用者の拡大
等）
・地域包括ケアシス
テム構築の必要性に
ついての普及啓発
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　圏域における取組等状況調書（様式２） 資料３　　

圏域の重
点取組

現状及び課題
課題への対応のため
に想定される取組

Ｒ５年度における取組実績 Ｒ６年度における取組状況及び予定

【医療体制構築等に関する取組等（釜石保健医療圏）】

【岩手県保健医療計画（2018－2023）の進捗評価】

【釜石広域介護支援専門員連絡協議会】
・多職種による連例の強化、充実
　日時：令和５年８月10日（木）13：50～16：50
　場所：釜石情報交流センター多目的集会室（釜石ＰＩＴ）
　内容：「第６回ささえる事例検討会in釜石」
　講師：イーハトーブ地域包括支援センター　社会福祉士　鈴木智之
氏
　　　　一般社団法人岩手介護コミュニティ協会　代表理事　藤原陽
介氏
　事例発表者　ニチイケアセンター釜石　松浦智佳子氏
　主催：かまいしユニゾン、釜石広域介護支援専門員連絡協議会、釜
石市地域包括支援センター
　共催：岩手県介護福祉士会宮古広域支部
　参加人数：31名
・釜石大槌地域医療介護福祉多職種連携の会（ＯＫスクラムねっと）
への参加

【釜石広域介護支援専門員連絡協議会】
１．多職種による連例の強化、充実
　日時：令和６年６月13日（木）13：50～16：50
　場所：釜石情報交流センター多目的集会室（釜石ＰＩＴ）
　内容：「第７回ささえる事例検討会in釜石」
　講師：イーハトーブ地域包括支援センター　社会福祉士　鈴木智之
氏
　　　　一般社団法人岩手介護コミュニティ協会　代表理事　藤原陽
介氏
　事例発表者　釜石広域基幹相談支援センター　センター長　髙橋大
輝氏
　主催：かまいしユニゾン、釜石広域介護支援専門員連絡協議会、釜
石市地域包括支援センター
　共催：岩手県介護福祉士会宮古広域支部
　参加人数：44名
２．多職種による連携の強化、充実
　日時：令和６年12月２日（月）10：00～15：00
　場所：遠野健康福祉の里研修ホール
　内容：「終末期における医療とケアマネの連携について」、「終末
期におけるアロマテラピー」
　講師：ホームケアクリニックえん　メディカルソーシャルワーカー
櫻井茂氏
　　　　アロマセラピスト、アロマ・アドバイザー　齋藤晴美　氏
　主催：岩手県介護支援専門員協会、後援：遠野市
　参加人数50名
３．釜石大槌地域医療介護福祉多職種連携の会（ＯＫスクラムねっ
と）への参加

【釜石市】
・在宅医療連携拠点チームかまいしによる一次～三次連携の実施
　ニーズのマッチングによる複数職種連携等
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）
　ＮＰＯ法人釜石・大槌地域医療連携推進協議会が運営する医療情報
ネットワークの構築・運営の支援を行った。
　（各種会議への出席及び研修会開催支援）
　参加登録者数　延7,195名
　参加医療機関・介護事業所数　78機関
・釜石大槌地域医療介護福祉多職種連携の会（ＯＫスクラムねっと）
　（各種会議への出席及び研修会開催支援）
　釜石・大槌地域医療介護福祉多職種連携の会研修会　３回実施

【釜石市】
・在宅医療連携拠点チームかまいしによる一次～三次連携の実施
　釜石薬剤師会と保健師との連携等
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）
　参加登録者の増加を目的とした普及啓発を実施予定
　介護支援専門員等を対象とした運用研修会を実施予定
・釜石大槌地域医療介護福祉多職種連携の会（ＯＫスクラムねっと）
　研修会３回実施予定

３．在宅
医療

・多職種による連携
の強化、充実
・在宅療養者が安心
して生活を送ること
ができるよう、医
療・介護に加えて地
域住民等が連携した
日常の療養支援を行
う包括的なネット
ワークの構築

・在宅医療連携拠点
チームかまいしとの
連携強化、支援
・かまいしおおつち
医療情報ネットワー
ク（ＯＫはまゆり
ネット）の運営体制
の整備（運営基盤強
化や利用者の拡大
等）
・地域包括ケアシス
テム構築の必要性に
ついての普及啓発
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　圏域における取組等状況調書（様式２） 資料３　　

圏域の重
点取組

現状及び課題
課題への対応のため
に想定される取組

Ｒ５年度における取組実績 Ｒ６年度における取組状況及び予定

【医療体制構築等に関する取組等（釜石保健医療圏）】

【岩手県保健医療計画（2018－2023）の進捗評価】

【大槌町】
・ＮＰＯ法人釜石・大槌地域医療連携推進協議会に対し運営費補助金
を拠出

【大槌町】
Ｒ５の実施状況を継続

【ＮＰＯ法人釜石・大槌地域医療連携推進協議会】
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）の
安定的な運営に努めた
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）を
活用した多職種間の連携強化への協力を行った
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）登
録患者増強に努めた
　※参加登録者数（令和５年度末）～7,195件

【ＮＰＯ法人釜石・大槌地域医療連携推進協議会】
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）の
安定的な運営
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）を
活用した多職種間の連携強化への協力
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）登
録患者増強
　※参加登録者数（令和６年10月末現在）～7,366件

【釜石保健所】
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）、
釜石大槌地域医療介護福祉多職種連携の会（ＯＫスクラムねっと）の
運営、事業への参加
・在宅医療連携拠点チームかまいしが開催する協議会への出席（オブ
ザーバー）
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）の
利用拡大に係る普及啓発（紹介冊子の作成）

【釜石保健所】
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）、
釜石大槌地域医療介護福祉多職種連携の会（ＯＫスクラムねっと）の
運営、事業への参加
・在宅医療連携拠点チームかまいしが開催する協議会への出席（オブ
ザーバー）

【(一社)釜石医師会】
・地域住民を対象に認知症への理解を深めることを目的とした市民公
開講座の開催、～前年度に引き続き「コロナ禍」の影響により実施を
見合せ
・医療、介護が一体となった認知症患者への支援体制を構築すること
を目的に、多職種を対象とした研修会の実施。～令和５年11月30日
(木)、岩手県委託事業「かかりつけ医認知症対応力向上研修事業」と
して、岩手医科大学内科学講座 脳神経内科 老年化分野教授、前田哲
也先生によるを講師に実施。医師、薬剤師、介護施設関係従事者、行
政等より65名ほどの参加者があった

【(一社)釜石医師会】
・地域住民を対象に、認知症への理解を深めることを目的とした市民
公開講座の実施
・医療、介護が一体となった認知症患者への支援体制を構築すること
を目的に、多職種を対象とした研修会の実施
　※岩手県委託事業（かかりつけ医認知症対応力向上研修事業）とし
て、令和７年２月頃の実施に向けて準備中

【釜石歯科医師会】
・釜石大槌地域医療介護福祉多職種連携の会（ＯＫスクラムねっと）
でのオーラルフレイル、サルコペニアについて歯科の講演

【釜石薬剤師会】
・認知症初期集中支援チームとの連携

【釜石薬剤師会】
・認知症初期集中支援チームとの連携

【県立釜石病院】※支援と共通
・包括支援センターとの連携
・専門的スキルを持った看護師の育成

【県立釜石病院】※支援と共通
・包括支援センターとの連携
・認知症看護認定看護師の育成

４．認知
症医療

３．在宅
医療

・多職種による連携
の強化、充実
・在宅療養者が安心
して生活を送ること
ができるよう、医
療・介護に加えて地
域住民等が連携した
日常の療養支援を行
う包括的なネット
ワークの構築

・在宅医療連携拠点
チームかまいしとの
連携強化、支援
・かまいしおおつち
医療情報ネットワー
ク（ＯＫはまゆり
ネット）の運営体制
の整備（運営基盤強
化や利用者の拡大
等）
・地域包括ケアシス
テム構築の必要性に
ついての普及啓発

【認知症の予防・早
期対応】
・認知症に対する正
しい知識と理解を深
めるための普及啓発
（認知症の人の見守
り、初期段階からの
受診へつなぐことの
重要性）

・認知症サポーター
の養成
・認知症の早期対応
の必要性に関する普
及啓発
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　圏域における取組等状況調書（様式２） 資料３　　

圏域の重
点取組

現状及び課題
課題への対応のため
に想定される取組

Ｒ５年度における取組実績 Ｒ６年度における取組状況及び予定

【医療体制構築等に関する取組等（釜石保健医療圏）】

【岩手県保健医療計画（2018－2023）の進捗評価】

【県立大槌病院】
・院内認知症研修会の開催
・多職種連携による個別離床活動
・院内アクティビティケアの実施

【県立大槌病院】
・院内認知症研修会の開催
・多職種連携による個別離床活動
・院内アクティビティケアの実施

【(独)国立病院機構釜石病院】
・日常診療並びにポスター、市民公開講座での脳の活性化や食の重要
性へを提示し啓蒙している

【(独)国立病院機構釜石病院】
・日常診療並びにポスター、市民公開講座での脳の活性化や食の重要
性へを提示し啓蒙する取組を継続する予定

【釜石市】
・認知症サポーター養成講座：20回開催、延べ527人参加
　（内訳）地域　　：12回開催、延べ178人参加
　小中学校：８回開催、延べ349人参加
・もの忘れに関する相談会：８回開催、延べ87人参加

【釜石市】
・認知症サポーター養成講座
・認知症サポーター・ステップアップ講座及びフォローアップ講座
・チームオレンジ設置後の支援
・認知症初期集中支援チーム対応
・もの忘れに関する相談会

【大槌町】
・小学部４年生を２校、中学部３年生を１校を訪問し養成講座実施
・一般住民、保健推進委員を対象に養成講座実施　受講者計130名

【大槌町】
・Ｒ５の実施状況を継続

【(福)釜石市社会福祉協議会】
・チームオレンジはまぼうふう（鵜住居地区）：３か月に１度の定例
会を実施（４月、７月、10月、１月）
・「チームオレンジ」の展開：釜石市内３地区目となる「チームおれ
んじとうに」が発足（R6.2.6）
・小佐野小学校５年生チームオレンジこさのジュニア養成講座
（10/25）
・うのすまい公民館まつりでの啓発活動（11/18）
・認知症サポーター養成講座（小佐野地区：11/20）、釜石中学校３年
生（R6.1.18)
・チームオレンジこさの情報交換会（11/29）

【(福)釜石市社会福祉協議会】
・チームオレンジはまぼうふう（鵜住居地区）：３か月に1度の定例会
を実施（４月、７月、10月、１月）
・チームオレンジこさの情報交換会（7/3）
・釜石市立図書館での啓発活動（9/12～30)
・うのすまい公民館まつりでの啓発活動（10/26）
・認知症サポーター養成講座：唐丹小学校５年生（9/10)、マイヤ釜石
野田店（9/10）、マイヤ釜石店（9/18、26）、双葉小学校４年生
（10/16)、小川地区（11/14）、小佐野地区（11/29）
・第２回チームオレンジこさの情報交換会（R7.2）
・釜石市内４地区目となる栗橋地区でのチームオレンジ発足に向け
て、認知症サポーター養成講座を各地区で実施中

【ＮＰＯ法人釜石・大槌地域医療連携推進協議会】
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）を
活用した認知症患者の支援に係る関係者の支援体制構築への協力

【ＮＰＯ法人釜石・大槌地域医療連携推進協議会】
・かまいしおおつち医療情報ネットワーク（ＯＫはまゆりネット）を
活用した認知症患者の支援に係る関係者の支援体制構築への協力

【釜石保健所】
・認知症への知識や理解を深めるための普及啓発

【釜石保健所】
・認知症への知識や理解を深めるための普及啓発

４．認知
症医療

【認知症の予防・早
期対応】
・認知症に対する正
しい知識と理解を深
めるための普及啓発
（認知症の人の見守
り、初期段階からの
受診へつなぐことの
重要性）

・認知症サポーター
の養成
・認知症の早期対応
の必要性に関する普
及啓発
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　圏域における取組等状況調書（様式２） 資料３　　

圏域の重
点取組

現状及び課題
課題への対応のため
に想定される取組

Ｒ５年度における取組実績 Ｒ６年度における取組状況及び予定

【医療体制構築等に関する取組等（釜石保健医療圏）】

【岩手県保健医療計画（2018－2023）の進捗評価】

【(一社)釜石医師会】
・「認知症初期集中支援チーム」運営への協力
・「認知症サポート医」の養成

【(一社)釜石医師会】
・「認知症初期集中支援チーム」運営への協力
・「認知症サポート医」の養成

【釜石歯科医師会】
・グループホームへの毎月の口腔衛生の指導文書、年２回の健診、職
員への指導

【釜石歯科医師会】
　同左

【県立大槌病院】
・各市町村包括支援センターとの積極的な電話相談の実施

【県立大槌病院】
・各市町村包括支援センターとの積極的な電話相談の実施

【(独)国立病院機構釜石病院】
・外来診療を通じて認知症患者の日常生活の支援や治療のサポートを
行った

【(独)国立病院機構釜石病院】
・外来診療を通じて認知症患者の日常生活の支援や治療のサポートを
引き続き行っていく

【(医)楽山会　せいてつ記念病院】
・認知症加療も外来可能な患者は診療している。
・重篤な時は入院加療も行っている。又、専門医紹介も行っている。

【(医)楽山会　せいてつ記念病院】
・認知症加療も外来可能な患者は診療している。
・重篤な時は入院加療も行っている。又、専門医紹介も行っている。

【(医)仁医会（財団）釜石厚生病院】
　岩手県認知症疾患医療センター（連携型）で以下について実施
・鑑別診断、初期対応（13件）
・専門医療相談（延べ199件）
・身体合併症、周辺症状への急性期対応
・情報発信、普及啓発

【(医)仁医会（財団）釜石厚生病院】
　岩手県認知症疾患医療センター（連携型）で以下について実施
・鑑別診断、初期対応
・専門医療相談
・身体合併症、周辺症状への急性期対応
・情報発信、普及啓発
・研修会の開催

【釜石市】
・認知症カフェ：２か所、合計16回開催（ともすカフェ：９回開催：
延べ281人参加、あゆむカフェ：７回開催：延べ38人参加）
・認知症の人とあゆむ会（家族会）支援：介護者のつどい　４回開催
延べ22人参加、認知症カフェ　７回開催延べ38人参加

【釜石市】
・認知症カフェ開催
・認知症家族会への支援

【大槌町】
・認知症初期集中支援チームによる事例検討　１件

【大槌町】
・Ｒ５の実施状況を継続

【認知症の支援】
・認知症の人が住み
慣れた地域で暮らし
続けることができる
よう、どこに住んで
いても鑑別診断や適
切な医療を受けられ
る体制構築

・地域において認知
症の人への支援体制
構築の役割を担う認
知症サポート医の支
援
・「認知症初期集中
支援チーム」や「認
知症地域支援推進
員」の効果的な運営
や運用による、認知
症の人の家族等への
支援

４．認知
症医療
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　圏域における取組等状況調書（様式２） 資料３　　

圏域の重
点取組

現状及び課題
課題への対応のため
に想定される取組

Ｒ５年度における取組実績 Ｒ６年度における取組状況及び予定

【医療体制構築等に関する取組等（釜石保健医療圏）】

【岩手県保健医療計画（2018－2023）の進捗評価】

【(一社)釜石医師会】
・幼稚園、保育園園医を中心に、小児救急啓発活動を通じて小児科医
師を中心とした医師不足に対する理解を深めるための支援活動の実施
 ～ 大槌町においては町が実施する１歳６か月児、３歳児健診実施に
合わせて啓発等を行ったが、釜石市内においては、幼稚園・保育園
等、各施設へ直接出向いての活動は「コロナ禍」の影響を鑑み、昨年
度に引続き実施を見合せた

【(一社)釜石医師会】
・安全・安心で質の高い周産期医療の体制構築への協力
・幼稚園、保育園園医を中心に、小児救急啓発活動を通じて小児科医
師を中心とした医師不足に対する理解を深めるための支援活動の実施

【釜石歯科医師会】
・釜石市及び大槌町の妊婦健診（歯科）、ホルモンバランス、歯肉
炎、歯周炎指導

【釜石歯科医師会】
　同左

【県立釜石病院】
・産後ケアの充実
・助産師による24時間の電話相談体制の継続

【県立釜石病院】
・産後ケアの充実
・助産師による24時間の電話相談体制の継続

【釜石市】
・妊婦応援給付金の給付（127名）
・妊産婦健康診査等アクセス支援助成金（93名）
・産前産後サポート事業　まんまるサロン、ヨガ（223名）
・産前産後サポート事業　アウトリーチ（272名）
・産後ケア事業　まんまるぎゅっと（53組106名）
・産後ケア事業　県立釜石病院（59組118名）
・妊産婦家事支援サービス事業（利用者数６名、利用回数延64回）
・母子健康手帳交付時にママサポBOOK（釜石保健所、県立釜石病院、
大槌町と作成）を配布（127名）

【釜石市】
・妊婦応援給付金の給付
・妊産婦健康診査等アクセス支援助成金
・産前産後サポート事業　まんまるサロン
・産前産後サポート事業　アウトリーチ
・産後ケア事業　まんまるぎゅっと
・産後ケア事業　県立釜石病院
・母子健康手帳交付時にママサポBOOK（釜石保健所、県立釜石病院、
大槌町と作成）を配布

【大槌町】
・県立釜石病院への産後ケア事業委託　利用承認４名、利用実績８回
・妊産婦健診等の交通費助成　33名

【大槌町】
・Ｒ５の実施状況を継続

現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ６年10月末における取組状況及び今後の取組の方向性

【新しい保健医療計画（岩手県保健医療計画（2024－2029））に係る現時点の取組の概況】

新しい保健医療計画において
追加、変更した主な事項

　なし

○釜石病院はこれま
で地域周産期母子医
療センター（大船渡
病院）の協力病院と
して、大船渡病院か
らの応援医師１名に
より院内助産を含む
正常分娩に対応して
きたところ。
○しかしながら、釜
石病院への小児科入
院に対応する医師の
配置及び分娩に対応
する大船渡病院から
の産科応援医師の派
遣が困難となってき
ていたところ。
○このことから、釜
石病院での分娩は令
和３年10月以降大船
渡病院に集約し、釜
石病院では妊産婦検
診及び婦人科外来を
行うこととなった。

５．周産
期医療の
体制

・引き続き大船渡病
院と役割分担しなが
ら、多職種連携の下
で産前・産後ケアの
充実、妊産婦相談体
制の構築に取り組
み、安全・安心で質
の高い周産期医療の
提供に努めていくも
の。
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